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魅力ある「袋井あやぐも学園幼小中一貫教育研修会」 

6月 10日に、「袋井あやぐも学園幼小中一貫教育研修会」が行わ

れました。本来ならば学園内全ての先生方が袋井中学校に集まり、15

歳の出口の姿を共有しようと考えていました。しかし、新型コロナウイ

ルス感染症が心配されるため、袋井中学校区に赴任された先生方の

みを対象にして、中学校の授業を公開しました。iPad と Meet を活用

して、学園内の教室と鳴門教育大学をつないで研修会を実施しまし

た。研修会は、小澤一則会長のあいさつに始まり、久我直人鳴門教

育大学教授の講話、そして各クラスでの分散会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大瀧仁美教諭から「しっぽをつけたのが、

とってもいいですね。」と、ボイスシャワー。

クラスのみんなからも「あ～すごい」とボイス

シャワーが掛けられていました。 

「２
匹
い
る
？
」「そ
う
だ
」「ア
ニ
マ
ル
？
」

「
あ
～
わ
か
っ
た
」
と
、
八
神
史
典
教
諭
と

生
徒
た
ち
は
、
相
手
の
意
見
を
引
き
出
す

聞
き
方
を
し
て
い
ま
し
た
。 

「『うなずく』『目で聞く』ことを繰り返して、積み重ね

ていくことが大切なのでは？。」「『聞く指導』によっ

て規律が守られるようになっていて、効果が出てい

る。」堀内剛教諭がコーディネートしながら聞く指導に

ついて、議論を深めていました。 

「指示がなくても行動できる主体性を育てたいで

すね」と大石尚代教諭が語っていました。 



 

 

 

 
 

袋井中学校には、静岡新聞と中日新聞からの取材も入り、袋井あ

やぐも学園の魅力が広く発信されました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

学園内の先生方は、密を避けてソーシャルディスタンスをとりつつ

も、意識と気持ちの面ではギュッと密になることができました。 

「１人の100歩より100人の１歩」 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
が
有
効
に
活

用
さ
れ
て
主
体
的
な
学
び
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

2020.6.12中日新聞 

2020.6.12静岡新聞 


